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お年寄りと乳幼児は要注意！ もちがノドに詰まった

ら？ 
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[拡大] 

■非常事態に何をすべきか 

 

 家族が久しぶりに揃ったり、初詣に行ったり楽しい正月だが、毎年、餅を詰まらせて

救急車を呼ぶ人が続出するのもこの時期だ。東京消防庁の発表によれば、2013 年に餅

などを詰まらせて救急搬送された人は 115 人。2008～13 年の 5 年間の月別救急搬送数

をまとめた結果では 1 月が 227 人と突出して多く、全体(586 人)の 4 割を占めている。

同じ 5 年間に救急搬送された 586 人中 41 人(7％)が死亡しており、餅を詰まらせれば、

楽しいはずの正月が一変して非常事態になりかねない。 

 

 家族が餅を喉に詰まらせたときにはどうしたらよいのか。まずは 119 番をして救急車

を呼び、可能なら咳をさせてみよう。一人でいるときに喉に詰まった時にも咳をして餅

を出すようにしてみるとよいだろう。 

 

 咳ができず苦しそうなときは、背部叩打(こうだ)法を試す。背部叩打法は、餅が詰ま

った人の胸か下あごを支えてうつむかせ、もう一方の手の付け根で左右の肩甲骨の間を

強く迅速に 4～5 回叩く方法だ。餅を詰まらせて倒れているときには、横向きにさせ、

自分の足で詰まらせた人の胸を、片手で顔を支えて左右の肩甲骨の間を叩く。詰まった

餅が出るか、その人の反応がなくなるまで繰り返す。 

 

 もう一つ、ハイムリック法(腹部突き上げ法)と呼ばれる方法もある。餅を詰まらせた

人を立たせるか座らせて背後から両腕を回して抱きかかえ、片手をみぞおちより下の辺

りに当てて握り拳を作り、親指側を腹部に向け腹部を上の方へ素早く圧迫する方法だ。
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これを何回か繰り返す。背部叩打法で出なかったときにこの方法で詰まったものが出て

くることもある。一人でいるときに餅が喉に詰まった時には、背中を壁に当て、自分で

ハイムリック法を試してみよう。ただ、乳児や妊婦の場合は、腹部を圧迫すると危険な

のでこの方法は絶対にご法度だ。 

■9 割は 65 歳以上の高齢者 

 

 詰まった餅が見えていれば、口の中に指を入れて直接取り出す方法もあるが、かえっ

て奥に押し込んでしまう危険もあるので、無理に喉の方まで手を入れないように注意し

よう。また、掃除機のノズルを細い吸引管に付け替え、それを口の中に入れて餅を吸い

出した人もいるようだが、この方法もかえって餅を押し込んでしまう危険性がある。口

の中や喉を傷めることもあるので、できたら避けたい方法だ。 

 

 ぐったりして意識がない場合には、心臓マッサージ(胸骨の圧迫)、人工呼吸、AED を

用いて心肺蘇生を行い、救急車の到着を待とう。餅が取れて元気になったとしても、一

時的に呼吸が止まった状態になると体には大きな負担がかかっている。特に高齢者の場

合は、医療機関へ行き異常がないかみてもらったほうがいいだろう。 

 

 餅などを喉に詰まらせて救急搬送される人の約 9 割は 65 歳以上の高齢者、その次に

多いのが 5 歳未満の乳幼児だ。餅を喉に詰まらせ正月から大騒ぎしないようにするには、

餅は小さく食べやすい大きさに切り一口の量は無理なく食べられる量にする、急いで飲

み込まずよく噛む、お茶や水、雑煮の汁などで口の中をあらかじめ湿らせてから餅を食

べるようにするといった配慮が大切だ。 

 

 特に、高齢者や乳幼児と一緒に餅を食べるときには、様子がおかしくないか、さりげ

なく見守るようにしよう。高齢の親に「餅を喉に詰まらせないように」と言おうものな

ら、「年寄り扱いするな」と怒られそうだが、日ごろ元気な人でも加齢と共に飲み込む

力が衰えている場合があり過信は禁物だ。高齢者や乳幼児と一緒に餅を食べる機会があ

る人は、いざというときのために、背部叩打法などのやり方をチェックしておくとよい

だろう。食べ物による窒息は、餅だけでなく団子、飴、寿司、野菜、果物などさまざま

なもので起こっているので注意が必要だ。 

 


